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六甲山系の平成３０年７月豪雨災害の状況

災害前 災害後

表六甲ＤＷ

1

灘区六甲山町

灘区六甲山町で発生した土石流では、３５年前に施工したコンクリート製の治山ダムが破
壊され、１０ｔ以上もある破片が５０ｍも飛ばされた。

灘区六甲山町では、昭和５３年度施工の治山ダムが上流で発生した土石流の土砂を捕捉した。

六甲山系には2,000基を超える治山ダム、砂防えん堤が設置されており、土砂流出を抑止している。

神戸市だけで１００箇所を超

える土砂崩れが発生し、六甲
山でも多数の山腹崩壊が発
生した。
表六甲ドライブウェイや登山

道が通行止めになっている。
(H30.8.31現在）

灘区篠原台では、住宅地背後の斜面が崩壊し、土砂や流木が水路を閉塞させ、あふれた土砂が』
住宅地へ流出した。

灘区篠原台







六甲山系の平成３０年７月豪雨災害の復旧状況

④継続して復旧工事を予定（令和2年5月）②応急工事の状況（平成30年11月）
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①当該地は平成30年7月豪雨により人家裏山で山腹崩壊が発生し、神戸市は同月6日に避難指示を発令
②このため県は応急工事として、倒木竹の処理、崩壊斜面の整地、大型土のうの設置を行った。（平成30年9月～11月）
③引き続き復旧工事に着手し、植生マット工、水路工、落石防止柵工事が完成（令和元年8月～令和2年3月）し、 神戸市で唯一残っていた避難指示が解除された。（令和２年3月）
④令和2年度は、簡易法枠工を施工し、全体復旧工事を完了する予定

神戸市北区大沢町神付

簡易法枠工

落石防止柵工

植生マット工

①山腹崩壊発生状況（平成30年7月） ③復旧工事の状況（令和2年3月）
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